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９月決算月も無事終えることができました。

今決算では、事業評価を議会で８テーマに絞り審議しました。

私も、皆様から御要望のありました「雲場池浚渫工事」の代表質問をさせて頂き、

２億４千万円の高額な工事後、アオミドロが発生し住民の方からも観光客の方からも

残念との声が上がっている事、当初の目的である悪臭は消えたものの、

生態系が完全に戻っていない事、気温が下がり現状落ち着いているが、

来年夏猛暑になれば再び繁殖するのではないかと問い質し、

生態系は見守るが、来夏発生した場合、維持管理計画の下、

除去作業等研究し速やかに対処を求める意見書を町へ提出しました。
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2018年　9月会議定例会　一般質問から

平成30年度 法律相談（上田会場）
＜日　程＞ 11月10日（土）
＜時　間＞ 午後13:30～
＜場　所＞ 上田市大手町コミュニティセンター2階
＜弁護士＞ 土屋準弁護士　〇予約受付は川島まで

＊公明新聞の御購読をお願いします。
  （日刊1ヶ月1,887円、日曜版293円）
川島さゆり 
TEL 080-9804-7656 まで

国内製造販売が1年先のため、現段階では備蓄はで
きない。メーカーと協定を結ぶ方向で進めた方が良
いと考える。

答え
乳幼児液体ミルクの備蓄は可能か？

問い

まず各自主防災組織から参加者を募り県が実施し
ている自主防災組織リーダー研修に参加してもらう
ことから検討する。研修に参加する中で意識が高ま
り希望があれば検討せざるを得ないと考える。

答え
自主防災組織の防災意識を高めるために町で防災
士の資格取得補助をしてはどうか？

問い

防災を考える上で女
性の参画は重要であ
り、特に避難所での
女性の視点は必要
不可欠である。東京
都のハンドブックは
参考にしたい。

答え
東京都の「女性の視点での防災ハンドブック」は
大変素晴らしい。
当町でも女性ワークショップを開催しその意見を次
期「防災ハンドブック」に反映できないか？

問い

事例も研究し、防災情報の伝達手段の多様化に一
層取り組んで参りたい。継続性のできる物を考えて
いきたい。

答え
兵庫県伊丹市のスマホで命を守る「Web
版防災マップ」は？

問い

スワンレイクといわれる景勝地「雲場池」

１，「命を守る防災、減災対策について」を質問!!



2018年　9月会議定例会　一般質問から

自主防災組織や各区個人のタイムライ
ンについては事例等これから研究して
いく。

答え
「マイタイムライン」を作ることが必
要では？

問い

情報伝達多様化に取り組んでいる。戸別受信
機は、住民や議会から要望が多数寄せられて
いる事や総務省でも見直され推奨しているこ
とから導入に向け検討している。今後はSNSを
活用した情報伝達も研究していく。

答え
情報ツールの活用は十分か？

問い

今後自主防災組織が実施す
る防災訓練や区長会等で周
知していく。住民に普段から
テレビ、ラジオ、インターネット
等で防災気象情報を自ら入
手できるよう啓発していく。

答え
防災ハンドブックやハザ
ードマップの正しい見方
や周知の徹底は？

問い

どんな状況化でも夜中に避難勧告は出すが、暗闇
の中の避難が厳しい場合もあるので避難準備段階
で早めに避難して欲しい。

答え
避難勧告になった場合、真夜中でも防災無線を使
って出せるのか？

問い

自主防災組織では実施しているが、さらに自主防災
組織結成に向け啓発をすると共に、小規模訓練の
実施も各組織と連携していきたい。

答え
小規模訓練で「みんな
で逃げる訓練」ができ
ないか？

問い

当町に見合った訓練が必要と考える。
ペットに関しては、ゲージを１０セット購入予定。

答え
静岡県三島市のような「黄色いハンカチ作戦」・シ
ェイクアウト訓練・DIG（図上訓練）・夜間訓練は？
ペット同伴の避難の検証は？

問い

必要なツールなので備蓄品に加えていきたいと考
えている。ベストも有効と考えるので検討していき
たい。

答え
避難所での備蓄でコミュニケーションボードやヘル
プマークのベストなど導入は？

問い

ひなんルームは、総合体育館、東部小、西部小へ各２
セットづつ備蓄した。今後、状況をみながら増やして
いきたいと考えている。

答え

問い
以前質問した「簡易テント型ひなんルーム」の導入
は？

１，「命を守る防災、減災対策について」を質問!!

イラスト：斉藤暁雄

ここ１０年日本列島は多くの災害に見舞われており、当町においても台風１２号では
倒木、停電、自主避難等ありました。公明党で実施した「全国１００万人アンケート調
査」の結果でも、「避難所」「マイタイムラインの作成」「女性の視点を生かした防災
対策」等多くの声があったことから質問しました。




